
7 技術貿易  Trade in Technology

Source: 総務省「科学技術研究調査報告」より作成
  Compiled from Ministry of Internal Affairs and Communications' (MOIAC) report on Investigations into 

Science and Technology.

（産業別  By Industry） （億円  ¥100 million）

（輸出  Exports） FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010

全 産 業 All Industries 23,782 24,823 22,255 20,153 24,366 

製 造 業 Manufacturing Industries 23,220 24,010 21,567 19,676 23,767 

化 学 工 業 Chemicals 865 731 685 580 559

鉄 鋼 業 Iron and Steel 57 52 66 68 69

電気機械工業 Electric & Electronic Equipment 1,054 1,126 993 857 976 

建     設    業 Construction 78 113 33 9 12

その他非製造業 Other Non-Manufacturing Industries 484 699 655 468 587

（輸入  Imports）

全 産 業 All Industries 7,054 7,105 6,000 5,349 5,301 

製 造 業 Manufacturing Industries 6,377 6,048 5,751 5,108 4,538

化 学 工 業 Chemicals 467 348 396 308 188

電気機械工業 Electric & Electronic Equipment 405 453 287 11 11

輸送用機械工業 Transportation Equipment 263 356 336 349 289

建 設 業 Construction 5 4 5 3 2

その他非製造業 Other Non-Manufacturing Industries 673 1,053 244 238 761

（地域別・国別  By Area/Country） （億円　¥100 million）

（輸出  Exports） FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010

全 世 界 Grand Total 23,782 24,823 22,255 20,153 24,366 

米 国 USA 9,511 9,481 8,175 7,180 8,623

ヨ ー ロ ッ パ Europe 3,973 4,322 3,681 2,888 3,213 

ア ジ ア Asia 7,648 8,389 8,501 8,384 10,537 

（輸入  Imports）

全 世 界 Grand Total 7,054 7,105 6,000 5,349 5,301 

米 国 USA 5,150 5,086 4,133 3,850 4,027

ヨ ー ロ ッ パ Europe 1,791 1,860 1,664 1,284 1,077 

収 支 Trade Balance 16,728 17,718 16,255 14,804 19,066

（2） 基調判断の変化　Assessment of the Current State of the Economy
報告月 該当月 基調判断 輸出 輸入

2010年 
1月

2009年 
11月

景気は、持ち直してきているが、自律性に乏しく、
失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状
況にある。

アジア向けを中心に、
増加している。 持ち直している。

2月 12月 〃 緩やかに増加してい
る。

緩やかに持ち直してい
る。

3月 2010年 
1月

景気は、着実に持ち直してきているが、なお自
律性は弱く、失業率が高水準にあるなど厳しい
状況にある。

〃 〃

4月 2月 〃 〃 〃
5月 3月 〃 〃 〃

6月 4月
景気は、着実に持ち直してきており、自律的回
復への基盤が整いつつあるが、失業率が高水準
にあるなど依然として厳しい状況にある。

〃 〃

7月 5月 〃 〃 〃
8月 6月 〃 〃 〃

9月 7月

景気は、引き続き持ち直してきており、自律的
回復に向けた動きもみられるが、このところ環
境の厳しさは増している。また、失業率が高水
準にあるなど依然として厳しい状況にある。

このところ増勢が鈍化
している。 〃

10月 8月
景気は、このところ足踏み状態となっている。
また、失業率が高水準にあるなど厳しい状況に
ある。

このところ弱含んでい
る。 〃

11月 9月 〃 〃 このところ増勢が鈍化
している。

12月 10月 〃 緩やかに減少している。 横ばいとなっている。

2011年 
1月 11月

景気は、足踏み状態にあるが、一部に持ち直し
に向けた動きがみられる。ただし、失業率が高
水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

〃 〃

2月 12月
景気は、持ち直しに向けた動きがみられ、足踏
み状態を脱しつつある。ただし、失業率が高水
準にあるなど依然として厳しい状況にある。

持ち直しの動きがみら
れる。 〃

3月 2011年 
1月

景気は、持ち直しに転じているが、自律性は弱く、
東北地方太平洋沖地震の影響が懸念される。ま
た、失業率が高水準にあるなど依然として厳し
い状況にある。

〃 持ち直しの動きがみら
れる。

4月 2月

景気は、持ち直していたが、東日本大震災の影
響により、このところ弱い動きとなっている。
また、失業率が高水準にあるなど依然として厳
しい状況にある。

持ち直しの動きがみら
れたものの、東日本大
震災の影響による減少
が懸念される。

〃

5月 3月
景気は、東日本大震災の影響により、このとこ
ろ弱い動きとなっている。また、失業率が高水
準にあるなど依然として厳しい状況にある。

東日本大震災の影響に
より、このところ減少
している。

〃

6月 4月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、このところ上向きの
動きがみられる。

減少していたが、上向
きの動きがみられる。 〃

7月 5月 〃 上向きの動きがみられ
る。 横ばいとなっている。

8月 6月 景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるものの、持ち直している。

持ち直しの動きがみら
れる。 〃

9月 7月 〃 〃 〃

10月 8月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、引き続き持ち直して
いるものの、そのテンポは緩やかになっている。

横ばいとなっている。 緩やかに増加してい
る。

11月 9月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、緩やかに持ち直して
いる。

〃 〃

12月 10月 〃 〃 〃

Source: 内閣府 月例経済報告より作成
 Compiled from Cabinet Office Government of Japan's monthly economic report.
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